
入札あれこれ ピ胸

１ 実験と１ての入札制度改革
日 本の 公 共 工事 の 調達 方 式 は， 近年， 急 で大 幅

な変 更 を受 け， 今 後 もい く つか の 検討， 試行 が 控

えて いる。 そ れら は 主に， 在 来 の 調達 方 式の 競 争

性， 公平 性， 透 明 性 等の 改 善を 目 的 とし てい る。

し か し， こ れ ら 目 的 間 に ト レ ー ド オ フ が 存 在 し，

事業の公 共性， 業界育成・需要誘発効果等への考

慮も ある た め， 市 場 機構 の みで なく， 制 度。 しく

み等 も含 め て 緻密 に デザイ ンす る 必要 が ある。 し

か しな がら， 現 状， そう した 施 策 の立 案， 評 価 に

関す る客 観 的手 法 の 開発 は十 分 で なく， 実効 性 に

疑 間 が呈 さ れる 場 合 もあ る。 施 策 の試 行 は現 実 を

相 手 と した 大 がか り な実 験 と言 っ ても よ い。

闘
西條教授らによる公入札への

実験経済学の適用

経 済 学に は， 実 験 は 許さ れな い と いう 前提 が あ

る。 経済学者が現実を相手に経済的な変数を操作

する こ とは 技 術 的， 倫理 的 に問 題 があ る。 そ の た

め経 済 学 は，仮 説 か ら命 題 を導 き，こ れを 実態 デー

タ か ら 検証 す る。 も し， 反 証 が得 ら れれ ば仮 説 は

覆さ れる が， 現実 に 検 証可 能 と
ナ る デー タ の入 手

は困 難 で， 反 証能 力 の高 い デー タ ほ どそ の傾 向 は

強ま る とい う。 入札 制 度改 革 を例 と す れ ば， 現状，

国内 の入 札 結 果 は原 則 開示さ れ な いた め， そ の 実

効 性の評 価 は 曖昧 と な らざる を 得 ない。

経済学でも自然科学と同様， 人工的な環境での
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実 験が 可能 で あ れ ば， 問 題 は ブレ ーク ス ルー さ れ

る可 能 性 があ る。 比 較 的最 近， 経 済学 に この 実 験

的ア プロー チ を導 入 した 実 験経 済 学と 呼 ばれ る 新

しい パ ラ ダイ ム が 生 ま れて いる。 研究 室 の中 に仮

説 に基 づい た 環境 を 構築 し， そ こ で被 験者 を 用 い

た 実 験 をお こ なっ て， 仮 説 を検 証す る。

大阪大学社会経済研究所の西條辰義教授らは，

公入 札 の デザイ ンに この 実 験的 ア プロ ーチ を 適用

し て い る
。
実 験 は 多 妓 に わ た る が， こ こ で は そ の

成果 の 一部 を 紹介 する。

ト ・指名競争入札の実験
ま ず， 実 験 の概 要 を示 す。 実 験 は， 実 験者 を 発

注者，被 験 者７ 人 を入 札 参加 者 と模 し てお こ なう。

入札 で 取弓１する 財 １ 単位， つま り １工 事 の生 産コ

ス トは全被験者局一とし， 被験者は入札金額を実

験者 に 申 し出 る。１ 固の 実験 は 入札亙４回か ら なり，

被験者はこれを既知とするが， 予定価格は非公開

とす る。 落札 基準 は， 最 低 の入 札価 格 が 予定 価 格

以下 な ら ばそ れを 落 札 とし， そ れ以 上 は 入札 不 調

とす る。 なお， 予 定 価格 以 下 で最低 札 が 複数 の 場

合 は， ジャ ンケ ンで 落札 者 を決 定 する。 被 験 者 の

利得 は， 落札者 に つ いて は 落札 価格 と 生産 コス ト

の差， 他の 被 験者 は， 他 の 発注 者 と取 引 が成 立 す

る と仮 定 して， 別 の 実験 か ら求 めた 市 場 の均 衡価

格 と生 産コ ス トの 差 とす る。 被 験者 は 大学 生 で，

実験 結 果に 影響 の 及 ばぬ よう， その 属 性 は十 分配

慮さ れ てい る。 な お， 被 験者 の 実験 参 加 に対 する



報酬は， 一定の固定報酬と被験者として得た利得

の 歩合 か らな る。 以 上 の条 件 で， 入 札前 に 被験 者

間 での 会 話が 許さ れて いる 場 合と そう でな い場 合

に つ いて 実験 して い る。 以 下 に結 果 を示 す。

被験 者 間の 会 話が 許さ れな い場 合，落札 価 格 は，

価格競争が生 じて 市場の均 衡価格近 くま で低下

し，入札 を 繰 り返 して も そ れ は大き く 変化 しな い。
一方， 会 話 が 許さ れ る場 合， 次 のよ う な 被験 者

に よる 調整 が す べて の 実験 で共 通 して 観 察さ れた

と いう。 ま ず， 被 験 者 は予 定価 格 を知 るた めに 全

員 の入 札価 格 を 同一 に し， そ れを 徐々 に 上 げる。

予定価格が既知となれば， 各被験者の落札回数が

等 しく なる よう に落 札 する 煩番 を 決定 し， 落 札 す

る 番 の 被験 者 は予 定 価格 に 等 しい 価格 を 入 れ， そ

れ以外の被験者は予定価格よりも高い価格を入れ

る， ある い は， 全 員 が予 定 価格 を 入 れ， 落札 者 の

決定 は ジャ ンケ ンに委 ね る とい う 方法 であ る。 こ

の 被 験者 間 の安 定 的 で強 いカ ル テ ルに よっ て， 落

札 価 格 は予 定価 格 にほ ぼ等 しく なる。

翻
実験２ 制限付き一般競争入札の実験
一一入札参カロ者間の価格競争力に差のある場合

ま ず実 験 ！ と異 なる 設 定に つ いて 説 明す る。 こ

の 実 験 は， 当初 ３人 の 被 験者 で 開始 し， 途 申 ４回

目 か らこ れ に９ 人 の被 験者 を 加 え， う ち ユ 人 の生

産 コス トを 他の 被 験者 よ りも 低く 設 定す る。 予定

価 格 と高 コス トの被 験 者 ｕ人 の 生産 コス トの差 を

王５， 低 コス トの 被 験者 １人 の 生産 コ ス トは 高コ ス

トの被 験 者よ り ６低 く 設定 す る。 各 被験 者 は予 定

価 格 と各 被 験者 の生 産 コス トを 既知 と し， 被験 者

の会 話も可とする。 被 験者 の利 得は， 落 札 者について

は実験 １と同 一で あるが， 他はゼロとしている。

低コ ス トの 被 験者 に とっ てベ ス トの戦 略 は， 高

コス トの被 験 者 の生 産コ ス トよ り １低 い 価 格 で毎

回 落札 する こ と であ る。 こ の実 験 は２７回 の 入札 を

繰 り返 す が， ４ 回目 の 入札 か ら参 加す る 低コ ス ト

６ 建 築 コ ス ト 研 究 ｉ９９７Ａ 帆 ＵＭＮ

の 被験 者 は最 大２４回 （＝２卜 ３）， 毎 回５ （＝６ 一

五） の利 得 を得 る の で， 最大！２０（＝２４ｘ ５） の 総

莉 得を 得 る。 一 方， 低：コス ト の被 験者 が 他 の被 験

者に協調し， 被験者全員が予定価格を入札し利得

を 平等 に 分 ける場 合， 入札 王 回あ たり の 低コ ス ト

の被 験 者 の期 待利 得 は， 予 定 価格 と生 産 コス トの

差 が２！（＝亙５＋６）， 入札 参 加者 が１２人 で ある こ と

か ら， ２１／ユ ト ７ ／ ４ であ り， 実 験全 体 で の期 待

利 得 は
， ７ ／ ４ ×２４＝４２と 大 き く 低 下 す る。

実験 の 結果， 低 コ ス トの 被 験者 がベ ス トの 戦 略

を とった のは， ５ 回 の実 験 中２ 回 に過 ぎ ず， 各 回

の 開始 当初， す べて の低１コス トの 被験 者 が他 の 被

験者 に協 調 的 であ った という。 あ る低 コス トの被

験者 は 「他 か らの 非 難が 怖く， また あ く ま で全員

が平 等 であ る べき と 考え て，協力 しよう と思っ た」

と ア ン ケ ー ト で 答 え て い る。

鰯
実験３ 制限付き一般競争入札の実験
一一入札参カロ者にアウトサイダーが存在する場合

こ の実 験 は， 一 般競 争 入札 の 導入 に よっ て 予想

さ れる ア ウ トサイ ダー の 参入 効 果を 検 討す る もの

である。 具 体的 に は， 会 話の 許さ れた 被験 者３ 人

と， そ れ が 許さ れ ない 被 験者 １人 が 存 在 し， そ の

２ グ ルー プ （合 計 ４人） で入 札す る 場 合と， ３ 人

の み で入 札 する 場 合を 比較 す る。

こ こで 設定 さ れた ２ つの グ ルー プは，
「話 し合 い

の でき な い２ 人 の プ レイ ヤ ー」に 単純 化 が 可能 で，

理論的に は実験１の会話 が許さ れない場合 と同

様， 落札価格は市場の均衡価格近くまで低下する

と 予 測 さ れ た。 と こ ろ が， 実 際 に そ う な っ た の は

５ 回の 実 験中 １ 回の み で，他 では 価格 誘 導が ４ 回，

裏 切り に よる 落札 価 格 の低 下 が２ 回 出現 した と い

う。 価 格 誘導 と は， 会話 の 可能 な 被験 者 ３人 が 協

調 して 徐々 に 入札 価 格 を引 き上 げ， こ れ によ っ て

ア ウ ト サイ ダー に シ グ ナ ル を 送 り， ア ウ ト サ イ

ダー の 札 をよ り高 額 に誘 導 する こ とを いう。



蘭
会話を許さない
・一入 札が有 効 となる条 件

被 験 者 は 常 に ベ ス ト の 戦 略 を と る と は 限 ら な

い， この 事 実が 経 済実 験 の目 的 と意 義 を 端的 に示

す。 こ こ で は，
以 上 の 結 果 を 現 実 に 照 ら し て，

若
．

千 の 解釈 を 試 みる。

一 遵の 結 果 は，被 験 者 間に 会 話を 許さ な け れ ば，

指名， 一般を間わず入札が落礼価格の低下に非常

に有 効な こ と を示 す。 と ころ が， 被験 者 にそ れ を

許す と， 落 札 価格 は 予定 価 格よ り 下 がら な い。 言

う ま で もな く， 現 実 の 談合 も こう した 環 境， つ ま

り制 度 に依 存 して 成 立 して いる。 こ のこ と は， 発

注 者サイ ドで も 強く 意 識さ れ る必 要 があ る。

１ 予定価格制度のデザイン
入 札制 度 改革 に おい て， 予 定 価格 は 重要 な デ ザ

イ ン要素 と 位置 付 け られ てい る。 この 環境 で落税

価格を下 げるとすれば， 予定価格の弓１き下 げが効

果的 な こと は 自明 で ある が， 現 実 の公 入 札 では会

計法等で定められた積 算根拠や入枕不調の回避が

要 求さ れる た め， そ の 設定 はさ ほ ど単純 で ない。

そこ で の発 注 者の ベス トな 戦略 は， 予 定 価格 を

入札価格全体のなかで２番目に低くなるように設

定 す るこ と であ る。 一 連 の実 験 で は， 予定 価 格 は

固 定さ れ て いた が，そ れ を試 みる 発 注者 の 立場 は，

実 験 ３ にお ける 会 話の 許さ れた グ ルー プか ら 独 立

した ア ウ トサイ ダー のそ れ に近 似 する と 考え ら れ

る。 彼 は当 然 ２番 手 を狙 う が， 勉 が最 低 札を 狙う

必要 は 変わ ら ない。 既に 紹 介 した よう に， こ の 実

験３ では， ア ウ トサイ ダー に 対 して， そ れ以 外 の

被 験者 が 結東 して シグナノレを 送り， より 高 い札 を

誘う ビヘイ ビア が発 生 した。 彼の ２ 番札 を狙 う
と

いう 目 的 の追 求 にお いて も， その シ グナ ル は当 然

影 響 を及 ぼす と 考 え られ る。 つ まり， 被験 者 間の

情報交換を前提とすれば， 入札不調
ぽこうしたシ

グナ ルと して の 性格 を 持つ と 言っ て よい。

１ １１１１ｌｌ１１１１１１ｌ１１
実 験２ の 結果 は， 主 と して 独 占に 対 する 非難 や

孤立を恐れる心理的要因を背景とした低コスト被

験者 の協 調 志 向を 示 して いる。 現実 に 照 らす と，

旧来主流であった工事完成保証人制度がこれを促

した とさ れ， ボ ン ド導入 の積 極 的要 因 とな った。

協調 が絶対 であれ ば， 実験 が示すよう に低コス ト

の企業 が本 来受 け取 るべき 余剰は大き く減り， そ れ

によって低 コス トを維持， 追求するた めのイ ンセ ン

ティ ブと費用 は失わ札る。 当然， 本来 は技術開発 や

経営努力 に注力 する企業 が伸 び， そう でな い企業が

淘汰さ れ， それに よって長 期的な効 率化が実 現され

な ければなら ない。結果 は， こう した協 調的風 土が，

業界に対してよく指摘さ れる競争性の低さや生産

性の 停滞と一 体である ことを示 す。

経 験 に乏 しい 被 験者 の ビヘイ ビア が 現実 に近 似

する。 この 事実 が 一 体何 を意 味 する の か， 同 様の

実験 を 米 国で 実施 し た ら結 果 は どう な る のか， 研

究 の今 後 の展 開 とそ の解 釈 に興 味 はつ き ない。

最後に， 西條教授は門外漢の私が論文を紹介す

る こ とを 快く 承 諾 して 下さ っ た。 こ こに 記 して 謝

意 を 表 した い。
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